
認知症の人やその家族を
地域で応援するためには？

認知症の人やその家族が健やかに暮らせるよう
に、一緒に地域で活動をする仲間を増やすための
アイデアを聴かせてください。

認知症の人は、何も分からない、何もできない
わけではありません。誤解や偏見をなくし、正し
く知るためのアイデアを聴かせてください。

認知症を正しく
理解するためには？

認知症の人にやさしいまちになるためには
テーマ

認知症は、さまざまな脳の病気により、認知機能（記憶、判断力など）が低下して、日常生活
に不具合が生じる状態をいいます。誰にとっても認知症は身近な病気であり、今後、認知症の人
と関わる機会が増えていきます。
しかし、家族が認知症になったとき、誤解や偏見からそのことを隠してしまい、地域からの助

けが得られにくくなることが多くあります。
さいたま市は、そのような誤解や偏見をなくし、認知症の人が、住み慣れた地域で社会の一員

として自分らしく暮らし続けられるようにしたいと考えています。

中学生の皆さんから提案を募集します
さいたま市では、市のまちづくりに関する提案を市政に反映することを目的として、中学生の皆さん

から提案を募集します。自由な発想によるアイデアをお待ちしています！

２１

提案は、「さいたま市電子申請・届出サービス」を利用してオンラインで提出するか、裏面の「提案書」
に記入し、各学校に設置している専用封筒で郵送してください。

【問合せ先】
さいたま市役所 市長公室 秘書広報部
広聴課 広聴係
ＴＥＬ ０４８−８２９−１９３１
ＦＡＸ ０４８−８２５−０６６５
ＭＡＩＬ kocho@city.saitama.lg.jp

「子どもの提案」はオンラインで提出できます！
「さいたま市電子申請・届出サービス」▶
検索キーワードに、「子どもの提案」と入力して
検索してください。
受付時間：平日８時30分から17時15分まで
土・日曜日、祝・休日は受け付けていないため上の検索もできません。

厚生労働省「本人を中心とした

チームオレンジの整備」

認知症について学べる「認知症
サポーター養成講座」に参加す
る人が増えてほしいなぁ。

いろいろな年代の人たちに、
認知症のことを知ってもらい
たいなぁ。

さいたま市認知症サポーター

養成講座を開催しています

認知症の人やその家族の声を聴
いて、一緒に考え、解決する仲
間が増えてほしいなぁ。

そんな仲間たちの輪、「チームオ
レンジ」があるから、もっとたく
さんの人に参加してほしいね。

☚認知症サポーターの証

＜オレンジリング＞
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